
― 

聖
香
油
ミ
サ
と
司
祭
職
制
定
の
祝
い 

―

信
仰
を
支
え
る
香
油
と
司
祭
の
聖
別
に
感
謝
を
！

　
３
月
31
日
（
水
）、
カ
テ
ド
ラ

ル
大
名
町
教
会
で
は
聖
香
油
ミ
サ

が
行
わ
れ
た
。
ヨ
ゼ
フ
・
ア
ベ
イ

ヤ
司
教
と
宮
原
良
治
名
誉
司
教
と

司
祭
団
約
50
人
が
共
同
司
式
し
、

修
道
者
、
神
学
生
、
信
徒
約
50 

人
が
声
を
合
わ
せ
祈
っ
た
。
ア
ベ

イ
ヤ
司
教
の
「
信
仰
の
支
え
と
な

る
聖
香
油
の
ミ
サ
で
、
司
祭
に
召

し
出
さ
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
、
そ

の
職
務
に
忠
実
に
生
き
る
よ
う
に

願
い
ま
し
ょ
う
」
と
の
導
入
の
言

葉
と
、
叙
階
記
念
60
周
年
、
50
周

年
を
迎
え
た
２
人
の
司
祭
の
紹
介

が
あ
っ
て
ミ
サ
は
始
ま
っ
た
。

　
ア
ベ
イ
ヤ
司
教
は
説
教
で
、
聖

な
る
香
油
の
働
き
を
説
明
し
、「
司

祭
は
か
つ
て
の
預
言
者
の
よ
う

に
、
ま
た
す
べ
て
の
人
の
た
め
に

命
を
捧
げ
た
イ
エ
ス
の
よ
う
に
、

小
さ
き
者
、
弱
い
者
に
目
と
心
を

向
け
て
神
の
ご
意
思
を
伝
え
る
よ

う
に
」
と
諭
し
た
。
途
中
、
司
祭

が
秘
跡
の
執
行
に
用
い
る
「
病
者

の
塗
油
の
た
め
の
香
油
」、「
洗
礼

志
願
者
の
た
め
の
香
油
」、「
洗
礼

式
・
堅
信
式
・
叙
階
式
の
た
め
の

香
油
」
が
司
教
に
よ
っ
て
祝
福
・

聖
別
さ
れ
た
。

　
こ
の
日
は
「
司
祭
職
制
定
」
の

記
念
で
も
あ
る
。
司
祭
団
は
叙
階

の
約
束
を
更
新
し
、神
に
選
ば
れ
、

油
注
が
れ
て
司
祭
職
に
与
か
っ
て

い
る
こ
と
を
確
信
し
、
心
新
た
に

し
た
尊
い
時
を
過
ご
し
た
。
拝
領

祈
願
後
に
は
司
祭
叙
階
60
周
年
の

平
田
敬
神
父
（
福
岡
教
区
司
祭
）

と
50
周
年
の
サ
ト
ル
ニ
ノ
・
オ

チ
ョ
ア
神
父
（
イ
エ
ズ
ス
会
）
の

祝
賀
式
が
行
わ
れ
た
。
２
人
は
こ

れ
ま
で
の
神
の
恵
み
と
人
々
の
支

え
に
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。

す
ね
」
と
信
徒
の
気
持
ち
を
代
弁

し
た
。
そ
し
て
「
父
で
あ
る
神
の

道
を
忠
実
に
歩
ん
だ
イ
エ
ス
は
復

活
し
、
今
も
生
き
、
私
た
ち
を
活

か
し
続
け
て
い
る
。『
イ
エ
ス
は

道
で
あ
り
、
命
で
あ
り
、
真
理
で

あ
る
』
と
力
強
く
語
り
「
イ
エ
ス

の
復
活
は
、
本
当
の
人
間
ら
し
さ

を
取
り
戻
す
出
来
事
で
す
。
大
い

に
喜
ん
で
感
謝
し
ま
し
ょ
う
」
と

結
ん
だ
。

　
大
名
町
で
は
今
年
は
洗
礼
式
は

行
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
洗
礼
の
約

束
を
更
新
す
る
た
め
、
聖
水
で
潅

水
を
行
う
司
教
を
目
で
追
い
な
が

ら
、
心
の
中
で
大
声
で
歌
っ
た
。

「
こ
の
水
を
受
け
た
す
べ
て
の
人

は
、
救
い
の
喜
び
に
声
上
げ
て
歌

う
『
ア
レ
ル
ヤ
、
ア
レ
ル
ヤ
』」

　
司
教
が
聖
香
油
ミ
サ
で
香
油
を
祝
福
・
聖
別
し
た
。
ミ
サ
に

は
教
区
内
の
司
祭
団
と
修
道
者
、
信
徒
約
１
０
０
人
が
参
列
し

た
。
司
祭
職
制
定
の
記
念
で
も
あ
る
こ
の
ミ
サ
は
司
教
と
司
祭

団
の
一
致
と
教
区
共
同
体
の
一
致
を
示
す
し
る
し
で
あ
る
。

５月の意向

　
カ
テ
ド
ラ
ル
大
名
町
教
会
、 

４
月
３
日
（
土
）。
人
数
制
限
の

敷
か
れ
た
大
聖
堂
に
、
歌
声
は
な

し
。
神
の
救
い
の
歴
史
を
辿
る
み

言
葉
の
朗
読
も
３
箇
所
だ
け
と
、

徹
底
し
た
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
防

止
対
策
の
中
、
ヨ
ゼ
フ
・
ア
ベ
イ

ヤ
司
教
主
司
式
の
下
に
復
活
徹
夜

祭
の
ミ
サ
が
執
り
行
わ
れ
た
。

　
着
座
当
初
か
ら
「
共
に
歩
み
た

い
」
と
気
持
ち
を
伝
え
る
司
教

は
、
説
教
の
初
め
に
「『
ア
レ
ル

ヤ
』
く
ら
い
は
歌
い
た
か
っ
た
で
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　「
福
岡
教
区
司
教
座
聖

堂
」
献
堂
記
念
日
ミ
サ
。

福
岡
司
教
区
教
区
長
と
し

て
初
め
て
司
式
さ
れ
た
ア

ベ
イ
ヤ
司
教
様
が
呼
び
か

け
ら
れ
た
。

　「
カ
テ
ド
ラ
ル
は
一
致

の
し
る
し
。
そ
の
一
致
は

一
人
ひ
と
り
の
、
教
区
民

す
べ
て
の
、
そ
し
て
全
世

界
の
教
会
と
つ
な
が
る
こ

と
。
キ
リ
ス
ト
を
信
じ
、
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【
世
界
共
通
】
金
融
の
世
界

【
日
本
の
教
会
】
病
者

　
復
活
節
第
６
主
日
は
「
世

界
広
報
の
日
」。
新
聞
、
テ
レ

ビ
、
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
の
広
報
媒
体
を
用
い
て

行
う
宣
教
に
つ
い
て
、
教
会

全
体
で
考

え
、

反

省

し
、
祈
り
、

献
金
を
捧

げ
る
日
と

さ
れ
て
い

ま

す
。

誰

も
が
簡
単

に

S
N
S

な
ど
で
情

報
の
発
信
者
と
な
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
今
日
、
ま
た
、「
全
世

界
に
行
っ
て
、
す
べ
て
の
造
ら

れ
た
も
の
に
福
音
を
宣
べ
伝
え

な
さ
い
」（
マ
ル
コ
16
章
15
節
）

と
の
呼
び
か
け
を
受
け
て
い
る

「
教
会
内
の
文
化
が
福
音
に
満

た
さ
れ
、
信
者
一
人
ひ
と
り
が

宣
教
の
働
き
に
充
実
感
」
を
感

じ
る
た
め
の
教
区
広
報
。
社
会

と
つ
な
が
り
、
共
同
体
が
つ
な

が
る
。
そ
れ
は
最
終
的
に
は

「
道
・
真
理
・
い
の
ち
で
あ
る

イ
エ
ス
、
慈
し
み
の
主
へ
の
架

け
橋
」
の
奉
仕
に
他
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

　
福
岡
教
区
で
は
２
０
１
９
年

の
教
皇
来
日
を
機
に
教
区
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で

の
ラ
イ
ブ
配
信
も
増
え
ま
し

た
。
こ
れ
ら
が
こ
れ
か
ら
も
つ

な
が
り
・
関
わ
り
を
育
む
広
報

活
動
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。笹

丘
教
会
　
平
尾
千
衣
子

私
た
ち
。
一
人
ひ
と
り
に
与
え
ら

れ
た
宣
教
者
と
し
て
の
使
命
を
生

き
る
た
め
に
も
、
共
に
「
広
報
と

宣
教
」
に
つ
い
て
思
い
巡
ら
す
こ

と
は
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
教
区
の
広
報
に
関
わ
っ
て
６
年

半
。
私
な
り
に
教
会
の
広
報
に
つ

い
て
模
索
し
続
け
ま
し
た
。
一
般

的
な
広
報
の
役
割
を
調
べ
て
み
る

と
「
自
社
と
社
会
の
架
け
橋
と
し

て
の
役
割
」「
社
会
と
の
つ
な
が

り
を
作
る
窓
口
と
し
て
果
た
す
役

割
」
な
ど
が
挙
が
っ
て
き
ま
す
。

ま
た
広
報
に
は
社
外
広
報
と
社
内

広
報
が
あ
り
ま
す
が
、
社
内
広
報

は
「
社
内
文
化
の
醸
成
や
社
員
の

仕
事
を
通
じ
た
充
実
度
を
ア
ッ
プ

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
目
的
」
と
あ

り
ま
し
た
。
教
区
の
広
報
も
こ
う

あ
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。「
教

会
と
社
会
の
架
け
橋
」
と
な
り
、

架け橋としての広報
−世界広報の日にあたり−

　
積
雪
を
踏
み
し
め
な
が
ら
薄
暗

い
中
を
仕
事
場
へ
急
い
だ
。
途
中

の
街
灯
が
道
を
照
ら
し
て
く
れ

た
。
今
度
は
仕
事
を
終
え
て
帰
宅

に
急
ぐ
。
雪
が
舞
っ
て
い
る
。
タ

ク
シ
ー
代
は
も
っ
た
い
な
い
の

で
、
ま
た
歩
く
。
途
中
の
信
号
機

が
休
憩
を
促
す
が
、
ど
こ
に
も
寄

ら
な
い
で
歩
く
。
だ
ん
だ
ん
と
歩

き
が
鈍
く
な
る
。
だ
が
目
的
地
目

指
し
て
ひ
た
す
ら
歩
く
。
楽
々

か
ら
ト
ボ
ト
ボ
に
変
わ
っ
て
き

た
。
近
道
ら
し
き
所
も
通
っ
て
み

た
。
半
分
く
ら
い
か
ら
薄
暗
く
な

り
、
家
近
く
で
は
真
っ
暗
に
な
っ

た
。
や
は
り
、
舞
う
雪
を
照
ら
し

出
す
街
灯
が
道
を
教
え
て
く
れ

た
。
や
っ
と
の
思
い
で
た
ど
り
着

い
た
。
所
要
時
間
は
２
時
間
40

分
。
長
い
道
中
だ
っ
た
▼
目
的
地

に
た
ど
り
着
く
こ
と
を
信
じ
て
歩

い
て
い
く
こ
と
に
人
生
を
重
ね
合

わ
せ
て
み
た
。
人
は
こ
の
世
に
生

ま
れ
落
ち
、
死
ぬ
ま
で
生
き
続
け

る
。
途
中
で
多
く
を
学
び
、
経
験

し
な
が
ら
歩
ん
で
行
く
。
幸
い
に

し
て
、
人
生
の
目
的
地
を
教
え
て

も
ら
い
、
心
に
秘
め
て
ま
っ
し
ぐ

ら
に
進
ん
で
い
く
。
だ
が
、
他
の

道
に
引
っ
張
っ
て
い
く
悪
者
も
現

れ
る
。
し
か
し
、
悪
者
と
手
を

切
っ
て
元
の
道
に
戻
り
歩
み
を
続

け
る
。
目
的
地
で
待
っ
て
い
る
御

方
に
思
い
を
馳
せ
、
ト
ボ
ト
ボ
で

も
歩
く
。
近
道
を
教
え
て
く
れ
る

御
方
が
温
ま
る
恵
み
を
届
け
て
く

れ
る
。
や
っ
と
の
思
い
で
目
的
地

に
着
い
た
時
に
は
、
家
主
の
御
方

と
兄
弟
姉
妹
の
お
出
迎
え
。
喜
び

一
杯
、
幸
せ
一
杯
。
宴
会
が
終
り

無
く
続
く
▼
「
天
国
」
と
い
う
目

的
地
を
心
に
秘
め
、
途
中
で
歩
み

を
支
え
、助
け
て
く
れ
る
「
秘
跡
」

を
い
た
だ
き
、「
道
、
真
理
、
命
」

で
あ
る
主
イ
エ
ス
の
教
え
の
道
を

ひ
た
す
ら
に
歩
み
、
つ
い
に
は
天

国
の
家
主
で
あ
る
神
に
会
い
、
聖

母
マ
リ
ア
と
諸
聖
人
と
手
を
取
り

合
っ
て
喜
ぶ
の
で
あ
る
。（
Ｓ
）

ひ
と
つ
に
な
ろ
う

　
４
月
13
日
（
火
）、
福
岡
教
区
司
教
座
聖
堂
（
大
名
町
教
会
）
の

献
堂
記
念
日
で
あ
る
こ
の
日
、記
念
す
る
ミ
サ
が
10
時
か
ら
ヨ
ゼ
フ
・

ア
ベ
イ
ヤ
司
教
の
主
司
式
の
も
と
に
行
わ
れ
た
。
司
教
座
聖
堂
（
し

き
ょ
う
ざ
せ
い
ど
う
）
と
は
、
司
教
が
司
式
を
行
う
た
め
の
着
座
椅

子
「
司
教
座
」（
ラ
テ
ン
語
：c

a
th

e
d
ra

）
が
置
か
れ
た
、
教
区

の
中
心
と
な
る
教
会
の
聖
堂
で
あ
る
。
こ
の
日
集
ま
っ
た
信
徒
は
、

と
も
に
賛
美
と
感
謝
の
祈
り
を
捧
げ
た
。

第 55 回「世界広報の日」
教皇メッセージ全文は、
カトリック中央協議会
ホームページに掲載されています。
https://www.cbcj.catholic.jp/2021/03/23/22329/

叙階の約束の更新を行う司祭団

洗礼の約束を新たにする信徒たち

復
活
徹
夜
祭

教
皇
様
の
意
向
の
た
め
に
祈
り
ま
し
ょ
う

ー ５月９日　世界広報の日 ー

「来て、見なさい」（ヨハネ１・４６）
 人々と、彼らのいる場で、

そのままの彼らと会って、伝えなさい

お詫びと訂正・教区報４月号（ 751 号）

1 面：熊本地震から 10 年→熊本地震から 5 年
1 面＜ジョン師の略歴＞：現福岡サン・スルピス大神学院

→現福岡カトリック神学院

掲載内容に誤りがございました。
ご迷惑、ご不快な思いをおかけいたしましたことを、
深くお詫び申し上げます。

キ
リ
ス
ト
に
留
ま
る
こ
と
を
深
め

な
け
れ
ば
」
と
。

　「
聖
金
曜
日
」
に
一
本
の
電
話
。

　「
ど
う
し
て
教
会
の
鐘
が
鳴
ら

な
い
ん
で
す
か
？
」

  

「
毎
年
、
十
字
架
上
で
亡
く
な

ら
れ
た
イ
エ
ス
が
復
活
さ
れ
る
ま

で
、
教
会
の
鐘
は
鳴
ら
し
ま
せ

ん
。
明
日
、
土
曜
日
（
復
活
徹
夜

祭
）
の
夜
、
高
ら
か
に
鳴
り
響
き

ま
す
。」

　「
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
で
は
な
い

の
で
す
が
、
教
会
の
近
く
に
住
ん

で
お
り
、
毎
日
の
鐘
の
音
に
心
慰

め
ら
れ
、励
ま
さ
れ
て
い
た
の
で
、

『
ど
う
し
て
？
』
と
い
う
思
い
か

ら
、
お
電
話
し
ま
し
た
。
明
日
の

夜
、
鐘
が
鳴
る
の
を
心
待
ち
に
し

て
い
ま
す
。」

　
有
名
な
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
《
中
島
み
ゆ
き
》。
彼
女
の

深
夜
放
送
ラ
ジ
オ
番
組
に
送
ら
れ

て
き
た
、
中
卒
で
上
京
し
た
少
女

か
ら
の
手
紙
を
元
に
書
か
れ
た
曲

『
フ
ァ
イ
ト
』
の
一
節
。

　“
闘
う
君
の
唄
を
　
闘
わ
な
い

奴
等
が
笑
う
だ
ろ
う
”

　
十
字
架
の
イ
エ
ス
を
思
う
。
御

父
の
も
と
か
ら
こ
の
世
界
に
「
上

京
」（
こ
の
世
界
に
受
肉
）
し
、

真
に
闘
っ
た
者
。

　
教
会
は
闘
っ
て
い
る
か
？
鐘
の

音
だ
け
で
な
く
、
キ
リ
ス
ト
を
響

か
せ
て
い
る
か
？

　
司
教
様
が
お
座
り
に
な
ら
れ
る

椅
子
が
あ
る
。
教
区
民
す
べ
て
の

視
線
が
そ
こ
に
集
ま
る
。
お
声
を

「献堂記念日は、一致が育ち、深まるよう祈る日でもある」

と語るアベイヤ司教  左は大名町教会主任・杉原寛信神父

聴
き
、
そ
の
思
い
を
知
り
、
主
に

近
づ
い
て
い
く
。

　
歴
代
の
司
教
様
と
共
に
歩
ん
だ

多
く
の
会
長
、
委
員
の
方
々
も
、

痛
み
、
苦
し
み
、
喜
び
、
悲
し
み

な
が
ら
、
共
同
体
の
一
致
と
宣
教

へ
の
歩
み
の
た
め
に
全
身
全
霊
で

奉
仕
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
来
日
時
の

王
た
る
キ
リ
ス
ト
の
祭
日
の
ミ
サ

の
説
教
が
今
も
心
に
残
る
。
無
関

心
と
陰
口
が
響
く
場
、
そ
し
て
希

望
の
場
、
司
教
座
が
カ
ル
ワ
リ
オ

と
重
な
り
ま
す
。

　
９
月
に
は
宣
教
司
牧
ビ
ジ
ョ
ン

が
発
表
さ
れ
ま
す
。司
教
様
の「
一

緒
に
歩
み
た
い
」
を
情
熱
を
も
っ

て
取
り
組
み
、
あ
の
エ
マ
オ
へ

の
途
上
、
弟
子
た
ち
が
、「
私
た

ち
の
心
は
燃
え
て
い
た
で
は
な
い

か
」
と
言
っ
た
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ

禍
の
中
に
お
い
て
も
イ
エ
ス
と
共

に
歩
む
道
、
熱
く
、
深
く
、
一
心

に
進
ん
で
い
け
ま
す
よ
う
に
。

鐘
の
鳴
る
闘
う

　「
司
教
座
聖
堂
」

大
名
町
教
会
主
任
　
　

杉
原
寛
信
神
父

エ
マ
オ
へ
の
道

大
名
町
教
会
信
徒
会
長
　
　

浜
崎
公
男 

福
岡
教
区 

司
教
座
聖
堂 

（
カ
テ
ド
ラ
ル
） 

献
堂
記
念
日



ア
ベ
イ
ヤ
司
教
　
教
区
内
司
牧
訪
問

　私には昔からの心からの友達が何人かいます。住む所が違ってもお互いの通信で
友好関係を守っています。その一人、40 歳の男性、5人の子どもの父親が最近、「教
皇フランシスコの『父のこころで』での聖ヨセフにうっとりとした。それは読んで
から今、男として父として自分をよりよく分かるようになった」とメールで打ち明
けました。その内省を少しでも、皆さんと分かち合いたいと思います。
　「聖ヨセフの姿を見る度に、男性が神との親密な関係を選ぶと、神はその人に適
当な役目をくださると私は感じるようになりました。その態度には感心します。『聖
家族に対して彼が有していた法的権限を行使することで、彼は自分自身、自分の人
生、自分の仕事を与え尽くした。家族を愛するという自身の人間的召命を、その身
と心とあらゆる能力を尽くした超人的ささげものとし、愛の奉仕へと変えたのです』
という教皇の書簡からの言葉が私の心に深く刻まれました。」
　聖ヨセフはいつも家族と一緒にいたのです。理解しがたいことがあっても、難し

いことにぶつかっても、危険を体験しても彼は逃げませんでした。愛する方々と一
緒にいつもいました。その「いること」を強調したいのです。この「いること」は
現代の父親である私たちにとって家庭生活への「鍵」であると思うからです。家に
は父親が体でだけでなく、心もいるべきです。
　今の困難は多くの人、特に男性の方に大きな影響があります。経済的、社会的、
精神的、宗教的などの限界はあらゆる誘惑を生じさせます。受けた地位から逃げ、
妻も子どもも、家族も友人も捨てるという誘惑です。そして、心の無感覚、仕事の
中毒、ポルノグラフィー、麻薬、虐待、バーチャルの世界などに避難所を見つけ、度々
自死で現実から自由になろうとする誘惑です。聖ヨセフはこのようなことは無かっ
たし、私も聖ヨセフと同じように終わりまで忠実を守るようにしたいと心から願っ
ています。
　『父のこころで』を書くとき、教皇フランシスコはきっと、現代の父親、若い父
親の方にも心をかけていたことでしょう。ある意味で聖ヨセフの立場にある私たち、
父性を心配する男性たちに霊的にも励ましを与えてくれたと思います。世のお父さ
ん、教皇フランシスコの『父のこころで』を是非読んでください！

カ ト リ ッ ク の ご 葬 儀

木 下 株 式 会 社
T E L 092−526−5656
〒810-0016
福岡市中央区平和３丁目1-5

互助会制度もご利用できます。

奉仕と分かち合い

ボランティアグループ SECO の会

【活動内容】フィリピンの貧しい「母と
　　　　　 子のセンター」援助
【活動日時】毎週水曜日
　　　　　 10 時 30 分～ 16 時

【問合せ先】聖心のウルスラ宣教女修道会

Sr. 蔵 ☏   092･512･0033

永田　☏ 090･7927･3636

【男性と父親の模範聖ヨセフ】
D・アルビン神父
  （馬渡島教会・呼子教会）
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カトリック古賀教会　納骨堂のご案内
カトリック古賀教会内に３年前に建設された、比較的新しい納骨堂です。
　　　　年に１度、主任司祭による慰霊祭も執り行われております。
　　　　取得費用は、下記の通りとなります。
　　　　１区画　￥300,000（別途、管理料等がかかります）

 詳しい資料、見学等のお問い合わせは、下記までお願いいたします。

カトリック古賀教会
住所：福岡県古賀市花見東２丁目２３－１
電話：０９２－９４２－２１７１

福
岡
教
区
人
事
異
動

　
祝
別
式
の
説
教
で
ア
ベ
イ
ヤ
司

教
は
「
イ
エ
ス
が
序
列
争
い
を
す

る
使
徒
た
ち
の
真
ん
中
に
子
ど
も

を
立
た
せ
た
の
は
、
小
さ
い
者
を

中
心
に
大
切
に
す
る
共
同
体
こ
そ

神
様
の
望
ま
れ
る
共
同
体
だ
と
い

う
こ
と
を
教
え
る
た
め
で
す
」
と

説
か
れ
ま
し
た
。

　
落
成
式
で
は
設
計
、
施
行
業
者

に
司
教
よ
り
感
謝
状
が
渡
さ
れ
ま

し
た
。
教
会
の
方
の
祝
別
式
は
５

月
２
日
（
日
）
の
司
教
の
公
式
訪

問
ミ
サ
の
中
で
行
う
予
定
で
す
。

幼
稚
園
、
教
会
と
も
に
喜
び
と
感

謝
の
う
ち
に
新
し
い
歩
み
を
始
め

て
い
ま
す
。

大
牟
田
教
会

　
１
年
を
か
け
、
教
区
内
の
全
小
教
区
を
訪
問
す
る
予
定
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
緊
急
事
態
宣
言
で
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
な
が
ら
も
半
分
を
過
ぎ

た
。
今
回
は
筑
後
地
区
、
福
岡
地
区
の
４
教
会
を
訪
問
し
た
が
、
聖
週

間
、
復
活
節
と
も
重
な
り
喜
び
も
ひ
と
し
お
の
報
告
が
届
け
ら
れ
た
。

アベイヤ司教と記念の集合写真！

　
レ
テ
ィ
ツ
ア

     

入
江 

富
美
子  

修
道
女

（
聖
心
の
ウ
ル
ス
ラ
宣
教
女
修
道
会
）

 

２
０
２
１
年
３
月
24
日
帰
天
。 

享
年
92
。修
道
生
活
60
年
で
し
た
。

訃
　
報

老
司
教
会

　
ア
ベ
イ
ヤ
司
教
は
福
岡
教
区
長

に
な
っ
て
初
め
て
迎
え
る
聖
週
間

の
始
め
に
当
た
る
受
難
の
主
日
の

３
月
28
日
（
日
）、
筑
後
地
区
の

大
牟
田
教
会
を
訪
問
し
た
。
感
染

症
対
策
の
た
め
、
日
曜
日
の
ミ
サ

を
２
回
に
分
け
て
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
を
、
司
教
訪
問
の
た
め
に
１

回
に
減
ら
し
、
そ
し
て
何
よ
り
、

昨
年
は
公
開
ミ
サ
中
止
の
た
め
に

聖
週
間
の
ミ
サ
に
与
れ
な
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
当
日
は
雨
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス

タ
ン
ス
を
し
た
聖
堂
の
座
席
か
ら

あ
ふ
れ
る
ほ
ど
信
者
が
集
ま
っ

た
。そ
こ
に
は
日
本
だ
け
で
な
く
、

韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ベ
ト
ナ

ム
、
イ
ギ
リ
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
メ

キ
シ
コ
と
、
た
く
さ
ん
の
国
籍
の

人
が
集
ま
り
、
さ
な
が
ら
祭
り
の

た
め
に
各
地
か
ら
エ
ル
サ
レ
ム
に

集
ま
っ
た
人
々
が
イ
エ
ス
を
迎
え

た
よ
う
な
光
景
だ
っ
た
。

 

ミ
サ
の
始
め
の
枝
の
行
列
は
感

染
症
予
防
の
通
達
の
通
り
行
わ

ず
、
祭
壇
前
で
枝
の
祝
福
と
福
音

朗
読
の
み
と
な
っ
た
が
、司
教
は
、

今
年
は
こ
う
し
て
共
に
聖
週
間
の

祭
儀
に
参
加
で
き
る
の
で
、
大
切

に
、
イ
エ
ス
の
生
涯
の
頂
点
を
思

い
な
が
ら
過
ご
そ
う
と
呼
び
か
け

た
。

　
４
月
４
日
（
日
）
復
活
の
主
日
、

ア
ベ
イ
ヤ
司
教
司
式
に
よ
る
ミ
サ

糸
島
教
会

（
　
）
内
は
前
任
地

【
２
０
２
１
年
４
月
11
日
付
】

◆
岩
下
和
樹
師（
長
崎
教
区
司
祭
・

大
崎
教
会
） 

茶
山
主
任 

な
お
、
福
岡
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院

で
教
義
神
学
を
講
じ
ま
す

が
、
９
時
と
11
時
の
２
回
に
分
け

て
行
な
わ
れ
た
。
い
ず
れ
も
60
数

人
の
参
加
者
で
、
２
年
ぶ
り
の
復

活
祭
の
主
日
ミ
サ
。
し
か
も
司
教

司
式
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
信

徒
の
顔
は
晴
れ
や
か
で
喜
び
に
輝

い
て
い
た
。

　
司
教
は
説
教
で
「
イ
エ
ス
・
キ

リ
ス
ト
の
復
活
を
信
じ
る
者
は
、

愛
が
憎
し
み
よ
り
も
強
い
も
の
で

あ
る
こ
と
、
平
和
が
分
裂
や
暴
力

よ
り
も
神
の
心
に
か
な
う
も
の
で

あ
る
こ
と
、
命
は
誰
に
も
何
に
も

天
の
父
の
御
手
か
ら
奪
わ
れ
る
こ

と
が
な
い
こ
と
を
信
じ
る
者
で

す
」
と
力
強
く
語
っ
た
。

　
ミ
サ
後
は
懇
談
会
が
開
か
れ
、

全
員
が
司
教
の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ

る
話
に
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い

た
。
福
岡
教
区
創
立
百
周
年
に
向

け
教
区
が
最
も
大
事
に
し
た
い
こ

と
を
今
皆
で
考
え
て
お
り
、
皆
さ

ん
の
知
恵
を
貸
し
て
欲
し
い
。
コ

ロ
ナ
禍
で
も
、
自
分
た
ち
に
で
き

る
こ
と
を
や
っ
て
欲
し
い
と
、
福

音
宣
教
へ
の
思
い
を
述
べ
た
。

　
最
後
に
「
私
は
毎
年
小
教
区
を

訪
れ
ま
す
」
と
語
り
、
牧
者
と
し

て
一
人
も
見
捨
て
な
い
と
い
う
司

教
の
熱
い
思
い
を
心
に
深
く
刻
ん

だ
司
牧
訪
問
で
あ
っ
た
。

（
報
告
＝
山
崎
昌
典
）

　「
神
の
い
つ
く
し
み
の
主
日
」

の
４
月
11
日
（
日
）、
ア
ベ
イ
ヤ

司
教
が
光
丘
教
会
を
司
牧
訪
問
さ

れ
、
ミ
サ
説
教
で
「
神
の
い
つ
く

し
み
こ
そ
が
福
音
の
中
心
。
愛
と

い
つ
く
し
み
の
霊
に
素
直
に
導
か

れ
て
生
き
る
恵
み
を
願
い
ま
し
ょ

う
」
と
穏
や
か
に
説
か
れ
た
。

　
十
時
伸
治
主
任
司
祭
が
着
任
し

た
こ
の
日
は
、
隣
接
す
る
福
音
の

光
修
道
会
福
岡
修
道
院
（
３
月
末

ユーモアに溢れる
懇談会の司教

光
丘
教
会

で
閉
鎖
）
の
シ
ス
タ
ー
方
と
の
別

れ
の
日
で
も
あ
っ
た
。司
教
は「
生

き
方
そ
の
も
の
で
福
音
を
証
し
す

る
奉
献
生
活
者
は
教
会
の
宝
物
。

（
同
修
道
会
が
運
営
し
て
き
た
）

幼
稚
園
と
保
育
園
を
、
地
域
社
会

と
の
つ
な
が
り
の
場
と
し
て
大
事

に
し
て
い
き
た
い
」
と
シ
ス
タ
ー

方
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。

　
ミ
サ
後
の
交
流
会
で
は
「
教
会

の
あ
ら
ゆ
る
場
で
高
齢
化
が
叫
ば

れ
て
い
る
が
、
情
熱
に
年
齢
制
限

は
な
い
」
と
力
強
く
述
べ
、
信
徒

を
“
自
分
に
で
き
る
や
り
方
で
の

福
音
宣
教
”
に
誘
っ
て
い
た
。

（
報
告
＝
生
野
秀
樹
）

新しい園舎を祝別する
アベイヤ司教と園長の中村彰神父

　
武
雄
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚

園
（
園
長
＝
十
時
伸
治
神

父
）
は
、
１
９
６
０
年
ミ

ラ
ノ
会
や
福
岡
教
区
の
支

援
に
よ
る
設
立
以
来
、
佐

賀
県
武
雄
市
と
近
隣
の
お

子
様
方
を
お
預
か
り
し
、

カ
ト
リ
ッ
ク
の
精
神
に
よ

る
「
愛
と
祈
り
」
に
基
づ

い
た
教
育
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。残
念
な
が
ら
、

近
年
の
少
子
化
や
共
働
き

世
帯
の
保
育
園
等
の
利
用

に
よ
り
、
園
児
の
減
少
が

続
き
、
閉
園
の
決
断
と
な
り
ま
し

た
。
令
和
２
年
度
の
卒
園
式
、
修

了
式
を
終
え
、
11
人
の
園
児
を
送

り
出
し
、
こ
こ
に
61
年
の
幕
を
閉

じ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
こ
と
を

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
最
後
ま
で
、
園
児
の
教
育
に
ご

尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
教
職
員
の

皆
様
と
、
教
職
員
を
信
頼
し
て
お

子
様
を
お
預
け
く
だ
さ
い
ま
し
た

保
護
者
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
こ
れ
ま
で
幼
稚
園
を
卒
園

さ
れ
た
お
子
様
方
の
上
に
神
様
の

　
西
新
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚

園（
園
長
＝
中
村
彰
神
父
）

は
１
９
５
６
年
に
創
立
さ

れ
65
年
の
長
き
に
わ
た
っ

て
地
域
の
皆
様
に
支
え
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中

で
園
舎
と
擁
壁
の
老
朽
化

が
進
み
、
園
舎
新
築
、
擁

壁
改
修
が
待
た
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
教
会
信
徒

も
高
齢
化
が
進
み
、
坂
道

と
階
段
だ
け
だ
っ
た
の
で

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
新
設
が

望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
今

回
、
幼
稚
園
舎
新
築
と
教

会
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
ル
ル
ド
、

信
徒
会
館
増
築
工
事
を
一
緒
に
行

い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
工
事
の

進
捗
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
無

事
に
３
月
末
に
完
成
し
ま
し
た
。

　
４
月
10
日
（
土
）
に
新
園
舎
祝

別
式
・
落
成
式
を
ア
ベ
イ
ヤ
司
教

を
迎
え
て
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
式
に
は
設
計
、工
事
関
係
者
、

歴
代
の
教
職
員
・
保
護
者
会
役
員
、

現
在
の
教
職
員
・
保
護
者
会
役
員

の
参
列
を
頂
き
ま
し
た
。

西新幼稚園　新園舎祝別・落成式

武雄幼稚園　閉園のご挨拶

豊
か
な
祝
福
が
あ
り
ま
す
よ
う
、

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

カトリック武雄幼稚園

　
４
月
18
日
（
日
）、
ア
ベ
イ
ヤ

司
教
は
老
司
教
会
に
９
時
前
に
到

着
し
、
お
聖
堂
の
前
で
信
徒
約
30

人
程
で
お
迎
え
し
た
。

　
こ
の
日
は
司
教
を
迎
え
る
の
に

は
最
高
の
晴
天
に
恵
ま
れ
、
ミ
サ

に
与
っ
た
信
徒
も
普
段
よ
り
多
く

80
人
位
に
な
っ
た
。

　
司
教
は
ミ
サ
の
中
で
「
愛
の
神

秘
」
や
「
神
と
の
関
り
」
な
ど
、

信
徒
に
と
っ
て
有
意
義
な
説
教
を

語
り
、
信
徒
は
皆
、
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
た
。

　
ミ
サ
後
の
親
睦
を
兼
ね
た
分
か

ち
合
い
で
は
、
司
教
か
ら
説
教
を

兼
ね
た
講
話
を
聴
き
、
そ
の
後
、

質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

　
３
人
か
ら
の
質
問
に
、
司
教
は

丁
寧
に
解
り
易
く
答
え
、
物
事
へ

の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
の
大
切

さ
、
特
に
、
神
と
の
関
わ
り
、
人

と
の
関
わ
り
、
社
会
と
の
関
り
方

に
つ
い
て
熱
く
語
っ
た
。

　
そ
の
後
、
昼
時
で
も
あ
っ
た
た

アベイヤ司教と光丘教会の信徒

め
、
老
司
教
会
管
理
者
で
あ
る
大

山
悟
神
父
（
サ
ン
・
ス
ル
ピ
ス
司

祭
会
）
や
、
福
岡
カ
ト
リ
ッ
ク
神

学
院
の
湯
浅
俊
治
神
父（
同
サ
ン
・

ス
ル
ピ
ス
司
祭
会
）・
吉
原
祐
則

神
学
生
ら
と
共
に
、
信
徒
３
人
を

加
え
て
簡
単
な
食
事
を
取
り
な
が

ら
懇
談
会
を
行
い
、
老
司
教
会
の

こ
れ
か
ら
の
働
き
の
た
め
に
、
意

見
を
交
換
し
合
う
良
い
と
き
を
持

つ
こ
と
が
で
き
た
。

　
神
の
ご
加
護
が
、
ア
ベ
イ
ヤ
司

教
と
皆
の
上
に
豊
か
に
あ
ら
ん
こ

と
を
願
う
。（

報
告
＝
村
上
敏
治
）
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☆
弱
さ
の
ち
か
ら

若
松
英
輔 

著

　
こ
こ
に
収
め
ら
れ
た
文
章
は
、

昨
年
、
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ

た
最
も
緊
張
が
高
か
っ
た
こ
ろ
に

書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
強
さ
こ

そ
力
と
過
信
し
て
い
た
私
た
ち
を

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
打
ち
砕
い

た
。「『
弱
い
人
』
と
は
助
け
ら
れ

る
だ
け
の
人
で
は
な
く
、
社
会
の

底
に
横
た
わ
る
『
い
の
ち
』
の
尊

厳
と
い
う
根
本
問
題
を
照
ら
し
出

す
者
と
し
て
も
存
在
し
て
い
る
」

と
著
者
は
語
る
。

　
亜
紀
書
房
社
発
行

　
　
　 

税
込
価
格 

１
４
３
０
円

　
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

☆
主
は
わ
れ
ら
の
牧
者
　
　
　
　

ハ
ロ
ル
ド
・
Ｓ
．
ク
シ
ュ
ナ
ー 

（
著
）
松
宮 

克
昌 

（
訳
）

　
著
者
は
ユ
ダ
ヤ
教
の
ラ
ビ
で
、

聖
書
学
者
で
も
あ
る
。「
な
ぜ
私

だ
け
が
苦
し
む
の
か
」
は
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
と
な
り
、
日
本
語
に
も
翻

訳
さ
れ
た
。
内
容
は
タ
イ
ト
ル
の

通
り
、
有
名
な
詩
編
23
編
の
解
説

だ
が
、
学
問
的
な
釈
義
の
よ
う
な

も
の
で
は
な
く
、
コ
ロ
ナ
禍
に

あ
っ
て
、
苦
し
み
や
悲
し
み
に
向

き
合
わ
ざ
る
を
得
な
い
現
代
人
に

癒
し
と
希
望
を
与
え
る
名
著
。
　

サ
ン
パ
ウ
ロ
社
発
行

　
　
　
税
込
価
格 

１
７
０
５
円

カトリック福岡教区報（3） 2021年(令和３年）5月1日発行 第752号

神
を
自
分
の
人
生
の「
夢
」
の
す
べ
て
に

　「
考
え
た
こ
と
が

な
い
」
と
。「
司
祭
、

修
道
者
に
な
る
こ

と
を
考
え
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
」

と
質
問
し
た
私
へ

の
一
人
の
青
年
の

答
え
で
し
た
。「
召

し
出
し
の
た
め
に

教
会
で
皆
と
一
緒

に
祈
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
が
、
ま

さ
か
私
が
、
司
祭
、

修
道
者
に
な
る
な

ん
て
」
と
あ
の
青
年
が
付
け
加
え

た
の
で
す
。「
こ
の
よ
う
に
考
え

る
人
が
ほ
と
ん
ど
だ
ろ
う
な
」
と

私
は
そ
の
時
思
い
ま
し
た
。

　
考
え
て
み
る
と
、
聖
書
で
伝
え

ら
れ
て
い
る
召
し
出
し
の
話
に
似

て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。
羊
の
群

れ
の
番
を
し
て
い
た
モ
ー
セ
、
一

晩
頑
張
っ
て
も
魚
一
匹
も
釣
れ
な

か
っ
た
ペ
ト
ロ
、
自
分
の
将
来
の

こ
と
を
考
え
て
い
た
マ
リ
ア
、
徴

税
所
に
座
っ
て
い
た
マ
タ
イ
は
、

そ
う
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。「
ま

さ
か
私
が
」。
瞬
間
的
な
出
来
事

と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
「
呼
び

か
け
」・「
応
え
」
で
す
が
、
時
間

を
か
け
て
考
え
ら
れ
た
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。
人
生
を
方
向
付
け
る

こ
と
だ
か
ら
で
す
。
た
だ
、
あ
の

「
呼
び
か
け
」
に
耳
を
傾
け
て
、

考
え
た
の
で
す
。
最
終
的
に
モ
ー

セ
、
ペ
ト
ロ
、
マ
リ
ア
、
マ
タ
イ

は
、
あ
の
呼
び
か
け
に
応
え
、
充

実
し
た
人
生
を
送
っ
た
だ
け
で
は

な
く
、
多
く
の
人
々
に
と
っ
て
彼

ら
の
人
生
は
大
き
な
賜
物
と
な
り

ま
し
た
。

　
司
祭
と
し
て
の
生
き
方
は
、
美

し
い
も
の
で
す
。
神
様
に
す
べ
て

を
捧
げ
、
そ
の
恵
み
に
支
え
ら
れ

て
、
派
遣
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
人
々

と
共
に
歩
み
な
が
ら
、
福
音
が
も

た
ら
す
心
の
平
安
、
ま
た
、
神
様

の
愛
に
触
れ
る
喜
び
を
分
か
ち
合

う
。
そ
し
て
、
福
音
の
示
す
「
共

に
生
き
る
」
道
、
誰
も
置
き
去
り

に
さ
れ
な
い
社
会
の
教
え
を
心
に

留
め
、
そ
れ
ら
を
証
し
し
、
実
現

し
て
い
く
こ
と
を
自
分
の
人
生
の

最
高
で
唯
一
の
目
的
と
す
る
生
き

方
で
す
。
司
祭
は
イ
エ
ス
に
従
っ

て
、
イ
エ
ス
の
よ
う
に
人
々
の
歩

み
を
支
え
る
「
裂
か
れ
た
パ
ン
」

と
な
り
、
ま
た
、
イ
エ
ス
が
な

さ
っ
た
よ
う
に
、「
人
々
の
足
を

洗
う
」
者
と
な
る
。
教
会
の
兄
弟

姉
妹
に
奉
仕
し
、
教
会
が
イ
エ
ス

に
与
え
ら
れ
た
使
命
を
果
た
す
よ

う
に
兄
弟
姉
妹
を
支
え
る
生
き
方

は
、
美
し
い
も
の
で
す
。
こ
れ
が

可
能
な
の
は
、
キ
リ
ス
ト
と
し
っ

か
り
と
結
ば
れ
る
か
ら
で
す
。
イ

エ
ス
様
と
共
に
、
ま
た
、
イ
エ
ス

様
を
中
心
に
集
う
共
同
体
と
共
に

歩
む
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で 

す
。

　
し
か
し
、「
ま
さ
か
私
が
」
と

考
え
る
。
有
意
義
な
人
生
を
送
り

た
い
若
い
キ
リ
ス
ト
者
は
、
こ
の

道
を
歩
む
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
る

か
ど
う
か
考
え
て
み
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
神
様
は
呼
び
続

け
て
お
ら
れ
ま
す
。
耳
を
傾
け
る

人
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

バ
チ
カ
ン
か
ら

美
野
島
司
牧
セ
ン
タ
ー
へ

「
聖
な
る
献
身
の
う
ち
に
」

ベ
ト
ナ
ム
人
留
学
生
や
技
能
実
習

生
達
の
教
会
へ
の
思
い
と
信
仰

大
名
町
教
会
　
竹
原
　
実

　
日
本
に
来
た
ば
か
り
の
時
は
何

処
に
教
会
が
あ
る
の
か
分
か
ら
ず
、

家
で
お
祈
り
を
し
て
過
ご
し
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
近
所
に
教
会
が

あ
る
事
を
知
る
と
、
言
葉
も
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
勇
気
を
出
し
教
会

に
出
向
き
イ
エ
ス
様
に
祈
り
を
捧

げ
ま
し
た
。
日
本
と
、
ベ
ト
ナ
ム

の
文
化
に
は
大
き
な
違
い
も
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
日
本
で
は
ミ
サ
の

時
に
手
を
合
わ
せ
ま
す
が
、
私
達

の
文
化
は
腕
を
組
む
の
で
す
。

　
ベ
ト
ナ
ム
人
の
留
学
生
は
、
年

に
４
期
あ
り
（
１
月
、
４
月
、
７

月
、10
月
）
日
本
に
入
国
し
ま
す
。

日
々
の
生
活
は
、
日
本
語
学
校
に

行
き
、
そ
の
後
は
ア
ル
バ
イ
ト
を

し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
技
能
実
習
生
は
日
本
企

業
に
就
職
。
契
約
社
員
と
し
て
約

３
年
〜
５
年
働
き
ま
す
。
留
学
生

と
違
い
、仕
事
は
安
定
し
て
お
り
、

日
本
に
来
て
技
術
を
学
び
、
お
互

い
両
国
に
貢
献
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
今
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
た
め
仕
事
が
無

く
、
契
約
満
期
に
な
っ
て
も
帰
国

す
る
事
も
出
来
ず
、
毎
日
を
ど
う

や
っ
て
過
ご
す
か
、
日
々
不
安
し

か
無
い
状
況
で
す
。
教
会
や
、
友

人
、
日
本
の
方
々
と
の
交
流
な
ど

会
う
事
も
禁
止
さ
れ
、
分
か
っ
て

い
て
も
、
ど
う
す
る
事
も
出
来
な

い
現
実
に
苦
悩
の
日
々
で
す
。

　
１
日
で
も
早
く
こ
の
事
態
が
収

ま
り
、
ま
た
日
本
の
方
々
と
一
緒

に
祈
り
や
、
分
か
ち
合
い
を
す
る

時
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
福
岡
教
区
の
美
野
島
司
牧
セ
ン

タ
ー
で
、
弱
者
に
寄
り
添
い
活
動

を
続
け
る
コ
ー
ス
・
マ
ル
セ
ル
神

父
（
パ
リ
外
国
宣
教
会
）
に
、
国

際
的
な
ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
か
ら
、「
教
皇
あ
て
に
路

上
生
活
者
の
声
を
届
け
て
欲
し

い
」
と
の
依
頼
が
あ
っ
た
。

　
そ
れ
を
受
け
た
コ
ー
ス
神
父

は
、
支
援
を
し
て
い
る
２
人
の
男

性
か
ら
の
心
の
叫
び
と
も
言
え
る

手
紙
と
と
も
に
、
現
状
を
バ
チ
カ

ン
に
伝
え
た
。

　
左
記
掲
載
の
写
真
は
そ
れ
に
対

し
、
バ
チ
カ
ン
か
ら
届
け
ら
れ
た

手
紙
で
あ
る
。

　
手
紙
に
は
「
教
皇
は
、
あ
な
た

が
数
年
間
、
美
野
島
司
牧
セ
ン

タ
ー
の
中
で
、
排
除
さ
れ
、
放
棄

さ
れ
、
社
会
か
ら
疎
外
さ
れ
た

人
々
に
新
し
い
希
望
を
与
え
た
こ

と
を
目
に
留
め
て
い
ま
す
。（
中

略
）
教
皇
は
あ
な
た
の
使
命
に
お

い
て
あ
な
た
を
励
ま
し
、
あ
な
た

の
た
め
に
祈
り
、
あ
な
た
の
奉
仕

を
受
け
る
人
々
に
、
主
の
愛
を
絶

え
ず
染
み
込
ま
せ
て
い
る
証
人
を

提
供
し
続
け
る
よ
う
に
望
ん
で
い

ま
す
。
あ
な
た
の
四
旬
節
の
実
り

あ
る
時
間
を
、
そ
し
て
あ
な
た
の

兄
弟
、
美
野
島
司
牧
セ
ン
タ
ー
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
に
教
皇
は
、

聖
母
マ
リ
ア
の
執
り
成
し
を
祈
り

ま
す
。
そ
し
て
、
あ
な
た
に
心
か

ら
の
祝
福
を
与
え
、
あ
な
た
と
共

に
善
意
を
持
っ
て
働
く
す
べ
て
の

人
々
の
上
に
も
祝
福
を
与
え
ま

す
」
と
あ
っ
た
。

　
手
紙
を
受
け
取
っ
た

コ
ー
ス
神
父
は
、
美
野
島

司
牧
セ
ン
タ
ー
で
働
く
多

く
の
人
々
と
こ
の
喜
び
を

分
か
ち
合
い
、
一
同
は
今

後
の
活
動
へ
の
さ
ら
な
る

献
身
と
意
欲
を
新
た
に
し

た
。

バチカンからの手紙

　
召
命
減
少
へ
の
対

応
の
一
環
と
し
て
、

「
神
が
多
く
の
若
者

に
司
祭
と
修
道
者
の

召
命
を
与
え
て
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
に
」

と
い
う
よ
う
な
意
向

に
沿
っ
た
ミ
サ
と
祈

り
の
会
を
行
う
こ
と

は
よ
く
あ
り
ま
す
。

司
祭
と
修
道
者
の
召

命
を
い
た
だ
く
た
め

に
、
例
え
ば
、
24
時

間
で
、
リ
レ
ー
の
よ
う
な
形
で
絶

え
間
な
く
召
命
を
祈
り
求
め
る
こ

と
は
一
つ
の
方
法
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
、
召
命

を
い
た
だ
く
こ
と
が
祈
り
の「
量
」

の
問
題
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
が
気

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ぐ
ら
い
祈
っ

た
ら
、
こ
の
ぐ
ら
い
の
召
命
の
数

は
与
え
ら
れ
る
と
い
う
道
理
に
な

る
か
ら
で
す
。
こ
の
よ
う
な
駆
け

引
き
の
祈
願
と
限
定
さ
れ
た
召
命

の
理
解
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る

に
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　
ま
ず
、
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
私

た
ち
に
は
、
根
本
的
で
共
通
の
召

命
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
洗
礼
に

よ
っ
て
い
た
だ
い
た
信
仰
の
恵
み

に
応
え
る
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、

神
か
ら
い
た
だ
い
た
召
命
を
開
花

さ
せ
る
こ
と
で
す
。
一
人
ひ
と
り

は
そ
の
信
仰
を
「
自
分
ら
し
さ
」

を
通
し
て
満
開
ま
で
成
長
さ
せ
て

い
く
の
で
す
。「
自
分
ら
し
さ
」

と
い
う
の
は
、
生
き
方
に
よ
っ
て

与
え
ら
れ
た
信
仰
に
「
自
分
の
色

と
味
」
を
つ
け
、
共
通
召
命
が
具

体
的
な
形
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て

生
ま
れ
る
、
固
有
の
召
命
の
こ
と

で
す
。
信
仰
と
い
う
贈
り
物
を
人

生
に
お
け
る
中
心
の
価
値
観
に
し

て
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
生
き
、
そ

れ
に
よ
っ
て
自
分
に
し
か
で
き
な

い
信
仰
の
実
現
の
仕
方
を
育
て

て
、
自
分
に
し
か
で
き
な
い
証
し

の
あ
り
方
を
見
つ
け
る
の
で
す
。

　
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
使
徒
的

勧
告
『
喜
び
に
喜
べ
』
に
次
の
よ

う
に
書
い
て
い
ま
す
。「
大
切
な

の
は
、
各
信
者
が
自
分
自
身
の
道

を
識
別
し
、
神
が
自
分
に
用
意
し

て
く
だ
さ
っ
た
自
分
だ
け
の
も

の
、
そ
の
自
分
の
よ
さ
を
発
揮
す

る
こ
と
（
11
）」「
そ
れ
ぞ
れ
が
置

か
れ
て
い
る
場
で
、
日
常
の
雑
務

を
通
し
て
、
愛
を
も
っ
て
生
き
、

自
分
に
固
有
の
あ
か
し
を
示
す
こ

と
で
聖
な
る
者
と
な
る
よ
う
、
私

た
ち
皆
が
呼
ば
れ
て
い
る
の
で

す
。（
14
）」

　
司
祭
と
し
て
生
き
よ
う
と
し
て

い
る
私
に
、
同
じ
洗
礼
に
応
え
、

結
婚
生
活
を
通
し
て
今
年
で
55
周

年
に
た
ど
り
着
い
た
親
が
い
て
、

重
度
障
が
い
の
あ
る
幼
児
の
た
め

に
人
生
を
尽
く
し
て
い
る
独
身
の

幼
な
じ
み
も
い
ま
す
。
結
婚
し
た

親
も
独
身
の
友
人
も
洗
礼
か
ら
来

る
召
命
に
固
有
の
形
を
通
し
て
献

身
的
に
応
え
、
立
派
に
そ
れ
を
実

現
し
て
い
ま
す
。
世
界
召
命
祈
願

の
日
を
、
す
べ
て
の
キ
リ
ス
ト
者

が
神
か
ら
の
一
人
ひ
と
り
へ
の
呼

び
か
け
に
耳
を
傾
け
、
応
え
る
よ

う
に
、
互
い
に
応
援
を
お
く
り
合

い
、
祈
り
合
う
日
に
し
た
い
も
の

で
す
。

ー「世界召命祈願の日」ー

　神は、すべての人が誠実に自分の生
涯を過ごすように招いています。ある
人は社会の中で会社員、医師、看護師、
教員、工場で働く人として、また夫、妻、
父、母としてよい家庭を築くように、
そして、ある人は神と人とに仕える司
祭、修道者となるように招かれていま
す。神の招きはこのように人それぞれ
異なりますが、自分に対する神の望み
を祈りつつ探していくことが大切です。
近年、司祭や修道者の減少、高齢化が
進んでいます。とくに「召命祈願の日」
には、司祭、修道者への招き（召命）
に一人でも多くの人がこたえることが
できるように祈りましょう。
（「カトリック教会情報ハンドブック 2021」
  カトリック中央協議会発行）
尚、教皇メッセージ「聖ヨセフ―召命の夢」
は、カトリック中央協議会ホームページ
https://www.cbcj.catholic.jp/2021/04/16/22396/
でご覧になれます。

一人ひとりが与えられた
召命に応えるように

養成教化委員会委員長　Ｒ・フィリッピニ神父

第
58
回
世
界
召
命
祈
願
の
日

　
教
皇
パ
ウ
ロ
六
世
は
１
９
６
４
年
、
復
活
節
第
４
主
日
を
「
世
界

召
命
祈
願
の
日
」
に
制
定
し
た
。
以
来
こ
の
日
に
は
教
皇
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
届
け
ら
れ
る
。

　
今
年
４
月
25
日
の
こ
の
日
、
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
私
た
ち
の
召

命
に
と
っ
て
鍵
と
な
る
「
夢
」「
奉
仕
」「
忠
実
」
の
三
つ
の
言
葉
に

つ
い
て
、
聖
ヨ
セ
フ
の
生
き
方
を
通
し
て
語
り
か
け
た
。

　
司
祭
の
召
し
出
し
の
た
め
に
日
々
祈
っ
て
い
る
皆
様
。
召
命
は
自

分
に
は
関
係
な
い
と
思
っ
て
い
る
皆
様
。
そ
も
そ
も
「
召
命
っ
て

何
？
」
と
思
っ
た
皆
様
。
今
一
度
召
命
に
つ
い
て
黙
想
し
、
身
近
な

方
々
と
分
か
ち
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　司祭・修道者の召命
　　　　　　　ヨゼフ・アベイヤ司教



信仰や理念を共有できる医師、看護師の皆さん
ご一緒に働いてみませんか

URL：http://www.st-mary-med.or.jp/

聖マリア病院

聖マリアヘルスケアセンター

〒830-8543 福岡県久留米市津福本町422
TEL.0942(35)3322　FAX.0942(34)3115

〒830-0047 福岡県久留米市津福本町448番5
TEL.0942(35)5522　FAX.0942(34)3306

社会医療法人 雪の聖母会
福岡教区セクハラ対応窓口

セクハラを受けたら、見かけたら、ご相談

ください。ひとりで悩まず、早めに相談　

セクシュアル・ハラスメント相談窓口

　　電話　080-2694-4182
　　受付時間　月～金（祝日を除く）

　　10:00 ～ 12:00　13:00 ～ 16:00

　教会法による修道会設立の 2

年前に、深堀仙右衛門司教様の

お招きにより、福祉の場から小

さな活動を始めました。また

司教様を通して 1949 年修道会

設立の願いが出され、1954 年

4 月正式に認可されたという会

の創立の場が福岡でした。

　光の園保育園の開設から古賀のオブレート会の幼稚園でも 7年

余り奉仕させていただき、後にカトリック光丘幼稚園の開設によ

り主として幼児教育の道を歩みました。

　カトリック光丘教会での出会いはオブレート会の神父様方であ

り、素朴で信仰深い信徒の方々と親しみある交わりでした。福岡

教区の神父様方が引き継がれてもキリストの仲間としてのきずな

は小教区の味として続き、今後も続くことでしょう。

　福岡教区での 69 年間に会員一同の感謝の心を申し上げたいと

思います。福岡教区の皆様、本当にありがとうございました。

　福岡教区がイエス・キリストの道を歩む存在として、更に豊か

にされていきますように願い、お祈り申し上げます。

福音の光修道会　総長　Sr. 川岡俊子

　
司
教
館
・
広
報
室
に
通
い
始
め

て
早
５
ヶ
月
。
ま
だ
ま
だ
不
安
な

日
々
で
す
が
、
多
く
の
方
に
助
け

ら
れ
、
慰
め
ら
れ
、
励
ま
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
に
植
物
た
ち
も

い
ま
す
。
司
教
館
に
は
沢
山
の
草

木
花
が
あ
り
ま
す
。
通
い
始
め
た

頃
は
水
仙
。
柚
子
や
レ
モ
ン
、
晩

白
柚
。
玄
関
先
の
梅
の
花
は
、
今

た
く
さ
ん
実
を
つ
け
て
い
ま
す
。

桜
に
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
、
最
近
は
ツ
ツ

ジ
が
綺
麗
で
す
。
他
に
も
名
前
を

知
ら
な
い
小
さ
な
花
か
ら
大
き
な

花
ま
で
。
特
別
誰
が
手
入
れ
を
す

る
こ
と
も
な
く
、
で
も
ど
れ
も
咲

き
誇
っ
て
い
て
、
力
と
勇
気
を

貰
っ
て
い
ま
す
。「
♪
こ
ん
な
に

小
さ
な
い
の
ち
に
で
さ
え
、
こ
こ

ろ
を
か
け
る
父
が
い
る
。」（
W
）

姉妹たちの新たなる旅立ち
福岡教区内 3 女子修道院閉院

　2020 年度、福岡教区にある 3 つの修道院が閉院した。

　教区報 1 月号でお知らせした通り「けがれなき聖母の騎士聖フ

ランシスコ修道女会・被昇天の聖母修道院（唐津市鎮西町馬渡島）」は、

運営する児童養護施設の閉園に伴い、修道院もその歴史に幕を閉

じた。

　教区報 3 月号では、福岡の地で 72 年間書院『セントポール

FUKUOKA』で親しまれた「聖パウロ女子修道院」の閉院挨拶

を掲載。書院はカテドラル大名町教会で引き続き開かれているが、

シスター方はそれぞれの場に派遣されていった。

　そして今また一つ、福音の光修道院が閉院となる。シスター方

は光丘教会の教会学校にも長きにわたり関わられ、信徒からは「い

つかこの日が来ると思っていながら、現実となった今、皆寂しく

受け入れがたい気持ちだ」との悲しみの声が聞かれた。5 月号で

は、その福音の光修道会からの言葉をお届けする。

カトリック福岡教区報 第752号 （4）2021年(令和３年）5月1日発行

案　内　板　　会合と催し ５月のこよみ

福岡教区広報室アドレス
http://fukuoka.catholic.jp

E-mail:cdf-kouhou@nifty.com

ともに歩み 
支えあっていく共同体年間目標

 2日（日）  復活節第５主日　西新教会司牧訪問
 3日（月）  聖フィリポ・聖ヤコブ使徒

 6日（木）  †E.デイキン（2005年 人吉教会）

 7日（金）  †トマス須賀澤公男（2016年）

  †T.キルケニー（2018年）

 9日（日）  復活節第６主日　世界広報の日（献金）

  高宮教会司牧訪問
13日（木）  常任司教委員会
  †R.ハー（2013年 古賀・光丘教会）

14日（金）  聖マチア使徒　†J.フィネティ（2001年 美野島）

15日（土）  †G.ケルクマン（2018年 泰星学園）

16日（日）  主の昇天（復活節第７週）　箱崎教会司牧訪問
  †ミカエル中浜一男（2005年浄水通教会・事務局長）
21日（金）  †J.マカティ（2019年 笹丘教会）

23日（日）  聖霊降臨の主日　笹丘教会司牧訪問
24日（月）  教会の母聖マリア（年間第８週）

25日（火）  †L.グロージャン（2006年 八王子）

26日（水）  聖フィリポ・ネリ司祭

30日（日）  三位一体の主日（年間第９週）

31日（月）  聖母の訪問 

【6月】
 1日（火）  聖ユスチノ殉教者

 2日（水）  †ヨセフ松永久次郎司教（2006年）

 3日（木）  聖カロロ・ルワンガと同志殉教者

  †V.マテオ（2002年）

 6日（日）  キリストの聖体（年間第10週）　戸畑教会司牧訪問
 ■ゴシックは司教日程

年間テーマ：祈りの実り：イエス様と共に、

　　　　　　　　　　　　イエス様のように生きること

日　　　時：5月13日（木）10時 ～15時
内　　　容：給仕するイエス様に学ぶ（ルカ22:27）

指　導　者：S. フランコ神父（聖ザベリオ宣教会）
問合わせ先：真命山諸宗教対話センター
次　　　回：6月10日（木）
　　　　　　「私があなたがたを愛したように…互いに愛し合

　　　　　　 いなさい」（ヨハネ14:34）

☎0968・85・3100　　 0968・85・3186
熊本県玉名郡和水町蜻浦1391-7・E-mail  shinmeizan@gmail.com 

☆個人またはグループでの黙想会、研修会も歓迎いたします（要予約）

真命山諸宗教対話センター　-祈りの集い -

 
◆
　
　
　
福
　
　
岡

集いの案内
について

 掲載依頼のあった
集いのみ、掲載して
おります。
 感染症の状況に
よっては開催が中止
となる場合もありま
す。

編
集
後
記

■
セ
コ
の
会
　
セ
コ
の
会
で
は
、

手
芸
な
ど
を
制
作
し
、
バ
ザ
ー
等

で
販
売
し
て
そ
の
収
益
で
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
貧
し
い
人
々
を
支
援
し
て

い
ま
す
。
当
会
で
は
作
品
作
り
に

参
加
し
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。〔
日
時
〕

5
月
よ
り
毎
週
水
曜
日
10
時
30
分

〜
16
時
〔
場
所
〕
福
岡
市
南
区
塩

原
４
丁
目
25
　
高
木
橋
横
の
日
本

家
屋
〔
問
合
せ
先
〕
☎
０
９
０
・

７
９
２
７
・
３
６
３
６
永
田

■
震
災
の
た
め
の
祈
り
の
リ
レ
ー

〔
日
時
〕
５
月
11
日
（
火
）
ミ
サ
７

時
か
ら
／
夕
の
祈
り
（
テ
ゼ
の
祈

り
）
17
時
か
ら 

〔
場
所
〕
カ
ト
リ
ッ

ク
西
新
教
会
〔
問
合
せ
先
〕
☎
０

７
０
・
２
８
２
０
・
９
６
１
３
Br.

阿
部（
パ
ウ
ロ
会
）

■
師
イ
エ
ス
祈
り
会

〔
日
時
〕
5
月
14
日
（
金
）
10
時
ミ

サ
後
〔
場
所
〕
高
宮
教
会
・
小
聖

堂
〔
問
合
せ
先
〕
☎
０
９
０
・
７

４
６
８
・
３
６
３
１
西
田

■
福
岡
召
命
を
共
に
祈
る
会

〔
日
時
〕
５
月
18
日
（
火
）
13
時
半

か
ら
〔
場
所
〕
大
名
町
教
会
・
小

聖
堂 

〔
内
容
〕 

初
ミ
サ（
司
式
・
大

名
町
教
会
助
任
ジ
ョ
ン
・
ウ
ォ
ン

チ
ョ
ル
神
父
）〔
問
合
せ
先
〕
☎
０

９
２
・
９
２
１
・
４
５
３
２
山
口

■
福
岡
チ
ェ
ナ
ク
ル
ム
　（
マ
リ
ア

の
司
祭
運
動
）〔
日
時
〕
5
月
19
日

（
水
）
10
時
ミ
サ
・
聖
体
賛
美
式 

〔
場
所
〕 

大
楠
教
会
〔
指
導
〕 

パ
ウ

ロ
神
父
（
カ
プ
チ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
修
道
会
）〔
問
合
せ
先
〕
☎
０
９

０
・
５
０
２
１
・
５
９
０
７
菊
池

■
福
岡
ホ
ス
ピ
ス
の
会
　「
が
ん
」

を
通
し
人
生
を
語
る
会 

第
30
回

が
ん
哲
学
外
来
「
ぬ
く
み
カ
フ
ェ
」

〔
日
時
〕
5
月
22
日
（
土
）
14
時
〜

16
時
30
分
〔
場
所
〕
サ
ン
パ
ウ
ロ

福
岡
宣
教
セ
ン
タ
ー
3
階
〔
参
加

費
〕
一
般
５
０
０
円
（
茶
菓
子
代
）

※
当
事
者
・
家
族
・
友
人
・
そ
の

他
ど
な
た
で
も
参
加
可
〔
問
合
せ

先
〕
☎
０
９
０
・
１
１
６
２
・
６

３
９
５
柴
田

■
『
キ
リ
ス
ト
は
生
き
て
い
る
』

青
年
オ
ン
ラ
イ
ン
分
か
ち
合
い

〔
日
時
〕
５
月
23
日
（
日
）
15
時
〜

16
時
40
分
頃
〔
場
所
〕 Zo

o
m

 （
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
テ
レ
ビ
会

議
）〔
内
容
〕『
キ
リ
ス
ト
は
生
き

て
い
る
』
第
４
章
〔
対
象
〕
18
歳

〜
30
代
の
青
年
〔
問
合
せ
先
〕
安

藤 m
a
ris_

ste
lla

@
m

e
.c

o
m

■
美
野
島
司
牧
セ
ン
タ
ー

　
降
り
て
き
て
く
だ
さ
る
神
様
と

と
も
に
働
き
ま
し
ょ
う
。

◯
ホ
ー
ム
レ
ス
の
方
に
手
作
り
の

お
昼
ご
は
ん
　
毎
週
火
曜
日
10
時

◯
ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
炊
出
し
・
夜

回
り
　
第
1
・
3
金
曜
日
　
調
理

14
時
　
夜
回
り
20
時
か
ら

◯
路
上
か
ら
ア
パ
ー
ト
に
入
居
し

た
方
を
訪
問
　
第
３
土
曜
日
14
時

〔
問
合
せ
先
〕
☎
０
９
２
・
４
３
１
・

１
４
１
９
コ
ー
ス
・
マ
ル
セ
ル
神

父■
福
島
家
族
支
援
実
行
委
員
会

「
き
ん
し
ゃ
～
い
サ
ロ
ン
・
手
芸

の
会
」
※
コ
ロ
ナ
福
岡
独
自
対
策

の
為
、
5
月
の
活
動
は
休
止
し
ま

す
〔
問
合
せ
先
〕
☎
０
7
０
・
２

３
３
３
・
１
２
１
０（
平
野
）

■
北
九
州
召
命
を
共
に
祈
る
会

〔
日
時
〕
5
月
13
日
（
木
）
14
時
〜

〔
場
所
〕 

小
倉
教
会
〔
内
容
〕 

ミ
サ

（
司
式
・
大
塚
了
平
神
父
）〔
問
合

せ
先
〕
☎
０
９
４
９
・
２
４
・
９

９
０
５
藤
井

■
熊
本
地
区
召
命
を
共
に
祈
る
会

〔
日
時
〕
5
月
13
日
（
木
）
10
時
〜

〔
場
所
〕 

手
取
教
会
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【福岡カトリック神学院】

◆イグナチオ 吉
よしうら

浦 勲
いさお

 （伊万里）

福岡カトリック神学院神学科 1 年、伊

万里教会出身の吉浦勲です。これから

も神様と皆様に支えられながら、与え

られた召命を精一杯歩んで参りたいと

思います。

【カトリック長崎教会菅区司祭志願院福岡コレジオ】

◆アシジのフランシスコ 萩
はぎわら

原篤
あ つ し

志（今村）

福岡コレジオ４年、今村教会出身の萩

原篤志です。召命の歩みの中で沢山の

ことを悩み、考え、感じ取りながら、

その先を見据えて精進できればと思い

ます。

【長崎カトリック神学院】（小神学校）

◆ヨハネ 鈴
す ず き

木涼
りょうたろう

太郎（今村）　高校 3 年

　彼らが神様からの強く温かい光に導かれ、豊か
な歩みを続けることが出来るよう、皆様のお祈り
をお願いいたします。

笑顔で挨拶をするシスター方

「福岡教区ハンドブック 2021」が発行されます。

大変お待たせをいたしました。

ハンドブック 2021 は現在順次発送中です。

各小教区でお受け取りの上、ご活用ください。

また PDF による配布も行っております。

詳細は各小教区に配布のお知らせをご覧ください。

2021 年度　

福岡教区神学院生・コレジオ生紹介

ヨゼフ・アベイヤ司教
復活の主日の音声説教／聖香油ミサ・説教文

福岡教区ホームページでご視聴・ご覧になれます。

http://fukuoka.catholic.jp/

　5 月   9 日     世界広報の日（献金）
　5月 16 日     主の昇天　
　5月 23 日     聖霊降臨の主日
　5月 30 日     三位一体の主日


